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註
１）Keown[1996]、Harvey[2000:286-310]、Benn[2007]。Kweon の脚注２には、仏教文献に言及された自殺と
関連した既存の研究成果を紹介している。国内ではホ・ナムギョルが Harvey[2000] の本を 2010 年にハング
ルに完訳した。
２）国内研究としては李箕永［1964］、車次錫［2007］、パク・ギョンジュン［2010］、パク・グムピョ［2011］
がある。国外研究としては船山徹［2002］；池麗梅［2013］；Kovan［2013］；Kovan［2014］などがある。
３）現在まで焼身自殺したチベット僧侶は 15 人（２人は尼僧）で、僧侶だったが還俗した後焼身自殺したチ
ベット人は 11 人である。これについては国際チベットキャンペーンのサイト（http://www.savetibet.org/
resources/fact-sheets/self-immolations-by-tibetans/）を参照。
４）冲湛僧は政治的な理由ではなく、宗教的な目的で焼身供養を実践したという点で、脚注５に言及される一如僧
と一脈、相通ずる点がある。
５）覺岸（1820-1896）が書いた『東師列伝』の ｢一如禅伯傳｣（『韓仏全』10 巻。1055c6-1056b11）では、朝
鮮後期の一如（1807-1832）が試みた焼身供養を言及している。彼が焼身供養を実践しようとした理由は地・
水・火・風の四大から成る肉身を捨て、極楽世界に往生するためだと紹介されている。これについての原文は
『韓仏全』10 巻、1056a10-11、「四大各離如夢中、爾不識此倡乎。吾欲往生極樂耳」を参照。
６）焼身自殺に対する国内の研究成果を整理すれば、次のようである。 李箕永 ［1964］はティック・クアン・ドッ
ク（Thich Quang Duc）僧の「焼身」を仏教的観点でどう見るべきなのかについて、国内で最初に照明を当てた。
彼は『 高僧伝』、『続高僧伝』、『宋高僧伝』の「焼身」「捨身」「亡身」「遺身」の項目で言及された「焼身」と
関連する高僧の事績を言及した後、「焼身供養」の起源と関連した大乗文献として『法華経』と『金光明経』、『梵
網経』また、『大丈夫論』を列挙している。そして、新羅僧・義寂の『菩薩戒本疏（『大正』1814）』と法蔵の
『梵網経菩薩戒本疏（『大正』1813）』 に現われた「焼身」についても幅広く扱っている。最終的に彼は菩薩行
と連携される「焼身」を自殺と規定することはできないと述べた。これに反して、 車次錫［2007］は『法華経』「薬
王菩薩本事品」では、実在的な焼身供養を重視するより、焼身供養が持っている象徴性を強調しているという
点を論議している。そして、実際に身を焼くことは、戒律と抵触するという点を強調している。パク・ギョン
ジュン［2010］はムンス（文殊）僧の焼身供養追慕学術セミナーで、彼の焼身供養を大慈大悲の菩薩行と評
価している。パク・キムピョ［2011］はティック・クアン・ドック僧が仏教迫害、独裁、戦争というベトナ
ム政権の繰り返し的な弾圧に対し、僧侶として実践できる最後の行為として焼身を選択したという点でティッ
ク・クアン・ドック僧の焼身供養を自殺と規定できないと評価している。
７）伊藤千賀子［1994］。
８）李箕永［1964：111-114］はサンスクリット本と鳩摩羅什訳『法華経』の捨身関連の文を対照し、捨身の原
義を紹介している。船山徹［2002］は漢訳の捨身、身供養と関連し、サンスクリット語及び経典の典拠を紹
介すると同時に原義的捨身、象徴的捨身、死と同意語としての捨身、瞑想法としての捨身など、四つの側面か
ら捨身の意味を精密に分類している。
９）李箕永［1964：113］と船山徹［2002：355］はサンスクリット本『法華経』で千二百年ではなく、十二年
と言及していることを明らかにしている。李箕永は十二年という数字以外にもサンスクリット本と訳本『法華
経』の内容上の違いを言及している。
10）『大正』262.53b4-16、「作是供養已、從三昧起、而自念言、我雖以神力供養於佛、不如以身供養、即服諸香栴
檀薰陸兜樓婆畢力迦沈水膠香、又飲瞻蔔諸華香油、滿千二百歳已、香油塗身、於日月淨明德佛前、以天寶衣、
而自纏身、灌諸香油、以神通力願、而自燃身、光明遍照八十億恒河沙世界、其中諸佛同時讚言、善哉善哉、善
男子、是真精進、是名真法供養如來、若以華香瓔珞燒香末香塗香天繒幡蓋及海此岸栴檀之香、如是等種種諸物
供養、所不能及、假使國城妻子布施亦所不及、善男子、是名第一之施、於諸施中最尊最上、以法供養諸如來故」。
李箕永［1964：111-114］、船山徹［2002：356］、車次錫［2007：213］を参照。
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11）船山徹［2002：355］、車次錫［2007：223-230］。
12）『大正』1484.1006a19-20、「若不燒身臂指供養諸佛非出家菩薩」。『梵網経』関連の文については李箕永［1964：
117-118］と船山徹［2002：345-344］もやはり言及している。
13）『大正』375.803c7-23．
14）李箕永［1964:107-111］、船山徹［2002：352-351］。
15）『大正』2059.404c11-28．
16）『大正』2059.406a17-22、「然聖教不同開遮亦異……考而為談有得有失得在忘身失在違戒」。
17）『大正』2059.405c29-406b11．
18）『大正』2060.678a15-680c10 及び 683c18-684b3．
19）僧崖についてのより詳しい研究では池麗梅［2013］を参照。池麗梅［2013：104-105］は道宣が「焼身」と
関連した『高僧伝』の編者である慧皎の立場に同調すると共に六朝時代以後の「形盡神不滅」という身体論に
立脚していることを論議している。
20）『大正』2125.231a28-b28．
21）『大正』2125.231b29-c16．
22）『大正』2125.231b27-28．
23）Harvey［2000:290］、ホ・ナムギョル［2010：528-529］。
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